
 

 総胆管結石症は、肝外胆管に存在する結石による病態であり、腹痛・黄疸・嘔気などの症

状を特徴とします。胆汁がうっ滞することで、発熱・右季肋部痛・黄疸の Charcot 三徴を特

徴とする急性胆管炎を来たし、同疾患は菌血症を引き起こしやすいことでも知られています。

急性胆管炎をきたした時には、抗菌薬での治療に加えて早期にドレナージが必要となること

も多いですが、膵炎の有無や重症度などによりタイミングを検討する必要があります。 

エコー検査で胆嚢結石症を発見される先生方も多いかと思いますが、無症候性の胆嚢結石

症では経過観察となることも多いです。しかし、総胆管結石症は基本的には治療対象とされ、

無症状であっても早期の治療が勧められます。結石を除去するためには入院の上で内視鏡治

療を行う必要がありますが、胆管炎をきたしておらず、治療による合併症がなければ３泊程

度の入院となることが多いです。 

内視鏡治療として、一般的には内視鏡的乳頭括約筋切開術(EST)とこれに続いて行うバスケ

ットカテーテルやバルーンカテーテルによる排石を行います。もちろん内視鏡治療も時に重

篤な合併症を伴う処置ですので、適応はよく検討いたしますが、当院では多く内視鏡での結

石除去を行っております。 

もし、総胆管結石症でお困りの患者さまなどがいらっしゃいましたら、お気軽に当院にご

相談ください。よろしくお願いいたします。 
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総胆管結石症の治療 

 

   

治療前：複数の結石を認める 治療後 内視鏡で結石の排石を認める 
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精神科：山口
やまぐち

 潔乃
ゆきの

 医師 

①精神保健指定医 

 日本精神神経学会専門医   

②全力で頑張ります。 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たに３人の医師が着任しましたの

で、ご紹介いたします。 

 

①認定資格等 ②ご挨拶 

 

 

○診療実績

　紹介患者数 263 人 278 人

　逆紹介患者数 240 人 214 人

入　院 149.9 人 162.5 人

外　来 439.8 人 427.6 人

　病床利用率 57.7 ％ 62.5 ％

　救急搬送件数 111 件 106 件

9月 10月

１日当り
患者数

項　　　目

 

39 件 31 件

49 件 25 件

18 件 17 件

7 件 12 件

○受託検査実績
9月 10月項　　　目

Ｃ Ｔ

Ｍ Ｒ Ｉ

超音波検査

その他検査
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診療実績 

新任医師のご紹介 

 

子宮内膜症患者さまのご紹介のお願い 

内科：名嘉
な か

原
はら

 忠
ただ

博
ひろ

 医師 

①緩和ケア研修終了 

日本内科学会 JMECC 終了 

②2022 年９月から着任しました。 

2023 年２月までの短い期間ですが、

少しでも地域の医療に貢献できれば

幸いです。 

よろしくお願い申し上げます。 
整形外科:竹内

たけうち

 祐
ゆう

貴
き

 医師 

①日本整形外科学会 

 日本脊椎脊髄病学会 

 日本ｲﾝｽﾄｩﾙﾒﾝﾃｰｼｮﾝ学会 

 脊髄障害医学会 

 中部日本整形災害外科学会 

②整形外科疾患、何でも診さ 

せていただきます。 

 

 

 

当院では子宮内膜症の患者さまを対象とした治験を実施しております。 

以下の条件に合致する患者さまがいらっしゃいましたら、是非とも当科にご紹介ください。 

なお、治験への参加人数には制限がございますので、事前に連絡をお願いします。 

【 対象となる患者さま 】 

✓20 歳以上 49 歳以下の日本人女性 

✓以下の方法で臨床的に子宮内膜症と診断されている方 

  -開腹または腹腔鏡検査 

  -画像診断により卵巣チョコレート嚢胞が認められる 

✓中等度以上の月経痛などの痛みを有する方 

✓正常な月経周期の方 

 

【 対象とならない患者さま 】 

✓外科的治療が優先される方 

✓40 歳以上で卵巣チョコレート嚢胞長径が 10ｃｍを超える方 

✓卵巣チョコレート嚢胞中に充実性像が認められる方 

【 試験デザイン 】  

 第Ⅱ相試験 

 治験期間 約 9 ヶ月（投与期間は約 6 ヶ月） 

 来院頻度 4 週に 1 回   

 登録期間 2023 年 3 月（予定）まで 

 

【 治験責任医師 】 

 産婦人科 城向賢 

 

※iPad を使用して患者日誌を毎日記録していただく 

  必要があります 

※治験期間中は治験薬、鎮痛薬、検査費用は 

  依頼者負担となります 

※治験期間中は通院の負担軽減として 1 来院に 

  つき 7000 円患者さまにお支払いします 

 

 

ご不明な点は、お気軽にお問合せください 

菊川市立総合病院 0537-35-2135（代） 

問合せ窓口：治験管理室 岡田祐子・松下久美 


